
理-21-公-宮崎-問-03 

１   智也さんは，液体と固体の混合物に興味をもち，水にとけた物質をとり出すために，実験Ⅱを行った。ま

た，表２は，水 100ｇにとける硝酸カリウムの質量を表したものである。下の(1)～(3)の問いに答えなさい。 

〔実験Ⅱ〕 表２ 

① 80℃の水 50ｇが入ったビーカー

を用意した。 

② ①の水を 80℃に保ったまま，硝酸

カリウムを入れてかき混ぜ，とけ残り

がないように飽和水溶液をつくった。 

③ できた飽和水溶液を 20℃まで冷

やし，図４のようにろ過して，硝酸

カリウムの固体をとり出した。 

図４ 

 

 水の温度 

〔℃〕 

硝酸カリウム 

〔ｇ〕 

20 31.6 

40 63.9 

60 109.2 

80 168.8 

  

(1) 実験Ⅱの②の飽和水溶液の質量パーセント濃度として，最も適切なものはどれか。次のア～エから１つ選び，

記号で答えなさい。 

ア 約 46％ イ 約 63％ ウ 約 77％ エ 100％ 

(2) 実験Ⅱの③で，とり出した固体を，水を蒸発させてから顕微鏡で

観察すると，図５のように規則正しい形をしていることがわかっ

た。純粋な物質でこのような規則正しい形をした固体を何という

か，漢字で書きなさい。 結晶  

図５ 

 

(3) 実験Ⅱの③で，硝酸カリウムの固体は何ｇとり出すことができると考えられるか，求めなさい。 

    ８４．４－１５．６＝６８．８  ６８．８ｇ 

（参考） 

ガスバーナの使い方の手順 

火のつけ方 

①ガス調節ねじと空気調節ねじが閉まっていることを確認する。 

②ガスの元栓を開く。コックつきの場合はコックも開く。 

③マッチに火をつける。 

④ガス調節ねじを少しずつ開きながら点火する。 

⑤ガス調節ねじをおさえて、空気調節ねじを開き青色の炎にする。 

 

火の消し方 

①ガス調節ねじをおさえて空気調節ねじをしめる。 

②ガス調節ねじをしめて火を消す。 

③コック付きの場合はコックを閉め、元栓を閉める、 

（１） 

水５０ｇに溶ける 

硝酸カリウムの量は 

５０：１００＝ｘ：１６８．８ 

     ｘ＝８４．４ 

つまり、全体で 

５０＋８４．４＝１３４．４ 

したがって、 

全体分のどれだけ溶けているか×100、 

で考えると 

 

 

 

（３）水５０ｇ溶ける硝酸カリウムの

量は、（１）と同じように考えて 

15.6ｇ 

 

𝟖𝟒. 𝟒

𝟏𝟑𝟒. 𝟒
 × 𝟏𝟎𝟎 



理-12-公-沖縄-問-01 

２ ３種類の白い粉末Ａ，Ｂ，Ｃについて，性質の違いを調べる実験を行った。実験の方法と結果を表１に示す。

ただし，３種類の白い粉末は砂糖，食塩，かたくり粉のいずれかである。次の問いに答えなさい。 

表１ 実験の方法と結果 

 粉末Ａ 粉末Ｂ 粉末Ｃ 

加熱したときの変化 変化なし 黒くこげた 黒くこげた 

水にとかしたときの変化 とけた 白くにごった とけた 

問１ 表１の結果から，３種類の白い粉末の正しい組み合わせはどれか。次のア～エから１つ選んで記号で答えな

さい。 

 粉末Ａ 粉末Ｂ 粉末Ｃ 

ア かたくり粉 食塩 砂糖 

イ 食塩 砂糖 かたくり粉 

ウ 砂糖 かたくり粉 食塩 

エ 食塩 かたくり粉 砂糖 

問２ Ａ～Ｃのうち水にとかすと，電気を通すものはどれか。Ａ～Ｃから１つ選んで記号で答えなさい。また，こ

のように水にとかすと電気を通す物質を何というか答えなさい。 A（食塩） 電解質 

問３ ＢやＣを燃やしたときに発生する気体の種類を確認するため，図１の装置で次の１，２の実験を行った。図

１の集気びん中に入っていた液体の名称と発生した気体の化学式を答えなさい。  石灰水 CO2 

〈実験〉 

１．燃焼さじに試料をのせ，火をつけて液体の入った集気びん中で燃焼

させた。 

２．燃え終わったら，燃焼さじをとり出し，ふたをしてよくふる。 

〈結果〉 

中に入った液体はＢ，Ｃともに白くにごった。 

図１ 

 

理-12-公-福岡-問-03 

３  図１のような装置を用いて，水素を発生させて集め，その性質を調べる実験を行った。 

下の    内は，実験を行う前に，先生が指示した内容の一部である。次の各問の答を，答の欄に記入せよ。 

①ガラス管からはじめに出てきた気体は集めずに，しばらく

してから気体を試験管に集めなさい。 

発生した気体が水素であることを確認するために，試験管の

口
くち

にマッチの火を近づけますが，ポンと音がして②燃えるので

注意しなさい。 

図１ 

  

問１ 下線部①の操作を行う理由を，「はじめに出てきた気体には，」という書き出しで，簡潔に書け。 

 

問２ 水素を発生させるのに適切なものの組み合わせを，次の１～４から１つ選び，番号で答えよ。 

１ 塩化アンモニウム，水酸化ナトリウム水溶液 ２ 石灰石，うすい塩酸 

３ 二酸化マンガン，うすい過酸化水素水 ４ 亜
あ

鉛
えん

，うすい塩酸 

ガラス管や試験管の中にあった空気が混ざっているから。 



４ 水溶液の性質に関する実験を行った。図は物質

Ａと物質Ｂの溶解度曲線である。あとの問いに

答えなさい。 

〈実験１〉 

㋐ 60℃の水 200ｇを入れたビーカーに物質Ａを

300ｇ加えてよくかき混ぜたところ，とけきれ

ずに残った。 

㋑ ビーカーの水溶液を加熱し，温度を 80℃まで

上げたところ，すべてとけた。 

図 

 

㋒ さらに水溶液を加熱し，沸騰させ，水をいくらか蒸発させた。 

㋓ 水溶液の温度を 30℃まで下げ，出てきた固体をろ過でとり出した。 

〈実験２〉 

㋔ 新たに用意したビーカーに 60℃の水 200ｇを入れ，物質Ｂをとけるだけ加えて飽和水溶液をつくった。 

㋕ ㋔の水溶液の温度を 20℃まで下げると，物質Ｂの固体が少し出てきた。 

問１ ㋑で温度を 80℃まで上げた水溶液にはあと何ｇの物質Ａをとかすことができるか，図を参考に求めなさい。 

    水が２００ｇなので溶ける量も２倍 170×２＝３４０ｇ溶ける よって３４０－３００＝４０ｇ 

問２ ㋓において，ろ過でとり出した固体は 228ｇだった。㋒で蒸発させた水は何ｇか，求めなさい。ただし，30℃

における物質Ａの溶解度は 48ｇである。 

   もともと３００ｇ溶かしていたので、３００－２２８＝７２ｇはまだ溶けている。 

   よって、１００：４８＝ｘ：７２  ｘ＝１５０ｇ  よって水は２００－１５０＝５０ｇ蒸発した。 

問３ ㋓のように，一度とかした物質を再び固体としてとり出すことを何というか，書きなさい。 

   再結晶 

問４ ㋔の水溶液の質量パーセント濃度は何％だと考えられるか。60℃における物質Ｂの溶解度を 39ｇとして，小

数第１位を四捨五入して整数で答えなさい。 

   溶解度が３９ｇだから水２００ｇには７８ｇまで解けることができる。                     ２８ｇ 

問５ ㋕のような温度を下げる方法では，物質Ｂの固体は少ししか出てこない。その理由を「温度」，「溶解度」とい

うことばをすべて使って簡単に書きなさい。 

   物質 Bは温度による溶解度の変化が小さいから。 

補充問題 

（１）質量が２５𝑔、体積が１０cm3の物体の密度を求めなさい。   ２５÷１０＝２．５g/㎤ 

 

（２）質量が２０𝑔、密度が 0.2𝑔 /cm3 の物体の体積を求めなさい。           に代入 １００㎤ 

 

（３）水１００𝑔 に硝酸カリウム２５ｇを溶かしたときの質量パーセント濃度を求めなさい。 

 

（４）濃度２０％の硝酸カリウム水溶液３００𝑔に含まれている硝酸カリウムの質量を求めなさい。 

78

278
× 100 = 28.0 

密度 =
𝑔

𝑐𝑚3
 

25

125
× 100 = 20% 

３００ｇの２０％が硝酸カリウムということ ⇒ ３００×０．２＝６０ｇ 



理-10-公-北海道-問-03 

５ 次の実験について，問いに答えなさい。 

２種類の気体をそれぞれ同じ体積ずつ混ぜ合わせた混合気体Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄを用意した。これらは，

二酸化炭素と酸素，酸素と窒
ちっ

素
そ

，窒素と水素，水素とアンモニアを混合した気体のいずれかである。混

合気体Ａ～Ｄについて次の実験を行った。 

実験１ 混合気体Ａ～Ｄをそれぞれ別の注射器に 60cm3 ずつ入れ，図１のよ

うに気体がにげないようにゴム栓をつけた。次に，それぞれの注射器

に，気体がにげないようにしながら，同じ量の水を入れてよく振った

ところ，注射器の中のようすは表１のようになった。さらに，それぞ

れの注射器の中の液体をそれぞれ別の試験管に少量ずつとり，緑色の

ＢＴＢ溶液を１，２滴加えて，①ＢＴＢ溶液の色が変化するかどうか

を観察した。 

 

 

図１ 

 

表１ 

 

実験２ 実験１で，混合気体Ｃを入れた注射器に残った気

体と，混合気体Ｄを入れた注射器に残った気体を，

それぞれ別の試験管に２本ずつ集めた。次に，集め

た気体がにげないようにしながら，図２のように１

本目の試験管の口に，火のついたマッチを近づけ，

さらに，図３のように２本目の試験管の中に，火の

ついた線香を入れた。表２は，その結果をまとめた

ものである。 

図２ 図３ 

  

A はかなり溶け、B は少し溶けている。C,D は 

全く溶けていないことがわかる。よって、 

A は水素とアンモニア、B は二酸化炭素と酸素であるとわかる。 



表２ 

  
混合気体Ｃを入れた注射器に残った気体を

集めた試験管 

混合気体Ｄを入れた注射器に残った気

体を集めた試験管 
 

 火のついたマッチを

近づけたときのよう

す 

気体は燃えなかった 
②試験管の口の付近で気体が燃えた  

 火のついた線香を入

れたときのようす 
線香は③炎を出した 酸素があると判明 線香の火が消えた  

     

問１ 実験１について，次の⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ 次の文の  ⒜  に当てはまる物質名を書きなさい。また，｛  ｝⒝に当てはまるものを，ア～ウから選

びなさい。 

 実験１の結果から，混合気体Ａには，水によくとける（とけやすい）気体である ⒜アンモニア がふくまれ

ていることがわかる。また，下線部①のとき，混合気体Ａを入れた注射器の中の液体に加えたＢＴＢ溶液の色

は⒝｛ア 青色に変化した  イ 緑色のままであった  ウ 黄色に変化した｝。 

⑵ 混合気体Ｂを入れた注射器に残った気体のうち，体積の割合が小さい方の気体を発生させる方法として，正

しいものを，ア～エから選びなさい。     （体積が小さい ⇒ 水に溶けたほう ⇒ 二酸化炭素） 

ア 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムを混ぜて加熱する。 

イ 二酸化マンガンにうすい過酸化水素水を加える。 

ウ 石灰石にうすい塩酸を加える。 

エ 亜鉛にうすい塩酸を加える。 

問２ 実験２について，次の⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ 下線部②で，試験管の中の気体が燃えてできた化合物の化学式を書きなさい。 H2O 

⑵ 下線部③のようになったのは，混合気体Ｃを入れた注射器に残った気体に何という気体がふくまれており，

この気体にどのような性質があるからか，書きなさい。 ものを燃やす性質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水素があると

判明 



理-11-公-群馬-問-02 

６ 次の問に答えなさい。 

問 ４つの小型ボンベに気体Ａ～Ｄがそれぞれ入っている。Ａ～Ｄは，酸素，水素，窒素，二酸化炭素のいずれか

である。これらの気体について，次の実験を行った。後の⑴～⑶の問いに答えなさい。 

［実験１］ 図Ⅰのように，小型ボンベのノズルの先にシャボン

玉の液をつけ，それぞれの気体のシャボン玉をつくっ

た。Ａ，Ｂ，Ｄのシャボン玉は落下したが，Ｃのシャボ

ン玉は上昇した。 

図Ⅰ 

 

［実験２］ 水がおよそ半分入った３本のペットボトルに，Ａ，

Ｂ，Ｄをそれぞれ十分に入れ，栓をして振ったところ，

Ｂを入れたペットボトルだけがへこんだ。 

［実験３］ 図Ⅱのように，机の上に，ＡとＣを混合した気体の 

図Ⅱ 

 

 シャボン玉とＣとＤを混合した気体のシャボン玉をつくった。２つのシャボン玉に火を近づけたところ，そ

れぞれ爆発したが，ＡとＣを混合した気体のほうが，ＣとＤを混合した気体より，爆発音が大きかった。 

⑴ 気体Ｃは何か，書きなさい。  水素（空気より軽いので、上に上がる。） 

⑵ 気体Ｂが発生する反応を，次のア～エから選びなさい。 

ア 二酸化マンガンにうすい過酸化水素水を加える。 イ 亜鉛にうすい塩酸を加える。 

ウ炭酸水素ナトリウムを加熱する。 エ 酸化銀を加熱する。 

⑶ ＡとＣを混合した気体が爆発したときにできる主な物質は何か，化学式で書きなさい。H20 



理-17-公-高知(A)-問-04 

 

７ 物質が水に溶けるようすについて調べるために，次の実験Ⅰ・Ⅱを行った。下の図は，ミョウバンと塩化ナトリ

ウムの溶解度を表したグラフである。このことについて，下の問１～問５に答えなさい。 

実験Ⅰ 60℃の水を 100ｇ入れたビーカーに，ミョウバンを 35ｇ加え，すべてを溶かした。この水溶液をある温度

まで徐々に下げると，ミョウバンの結晶ができ始めた。20℃まで温度を下げていくと，多くのミョウバンの

結晶ができた。 

実験Ⅱ 60℃の水を 100ｇ入れたビーカーに，塩化ナトリウムを 35ｇ加え，すべてを溶かした。この水溶液の温度

を０℃まで下げても，塩化ナトリウムの結晶は，ほとんど確認できなかった。 

 

問１ 物質がそれ以上水に溶けることができない水溶液を何というか，書け。  飽和水溶液  

問２ 実験Ⅰで，ミョウバンを溶かした水溶液の温度を 60℃から 20℃まで下げていくときの，水溶液に溶けている

ミョウバンの質量と温度との関係を模式的に表したグラフとして最も適切なものを，次のア～エから一つ選び，

その記号を書け。 

ア  イ  

ウ  エ  

問２ ミョウバンは３５ｇ溶けており、５０℃付近まではずっと溶けていられる。しかし、 

５０℃を下回ると徐々に溶けきれなくなったものが結晶となって出てくる。 



問３ 実験Ⅱで用いた水溶液を，１週間放置して水分を蒸発させると，ビーカーの底に結晶が確認できた。この結晶

をろ過して水溶液から分け，双眼実体顕微鏡を用いて観察したとき，その結晶を模式的に表したものとして最

も適切なものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア 硝酸カリウム イ ミョウバン ウ 食塩（塩化ナトリウム） エ 硫酸銅 

  
 

 

問４ 60℃の水を 100ｇ入れたビーカーに，塩化ナトリウムを 35ｇ加え，すべてを溶かしたときの塩化ナトリウム

水溶液の質量パーセント濃度は何％か。答えは小数第２位を四捨五入せよ。 

 

   水溶液は全部で１３５ｇ、そのうち３５ｇが溶けている塩化ナトリウムなので、 

 

 

                                      ２５．９％  

問５ 実験Ⅰ・Ⅱの結果から，ミョウバンと比べて，塩化ナトリウムが再結晶しにくいのはなぜか。その理由を，

「ミョウバン」，「塩化ナトリウム」，「溶解度」の三つの語を使って，書け。 

   ミョウバンに比べて、塩化ナトリウムは温度による溶解度の変化が小さいから。 

 

理-18-公-三重-問-02 

８ 物質は，温度によって固体，液体，気体とすがたを変える。このことについて，あとの各問いに答えなさい。 

問１ 物質が温度によって固体，液体，気体とすがたを変えることを何というか，その名称を書きなさい。 

問２ 表１は，５つの物質の
ゆう

融
てん

点と
ふっ

沸
てん

点を示したもので

ある。表１の物質のうち，温度が－10℃のとき，液

体であるものはどれか，次のア～オから適当なもの

をすべて選び，その記号を書きなさい。 

ア 酸素 イ エタノール 

ウ 水銀 エ 水 

オ パルミチン酸 

表１ 

物質 
融点

〔℃〕 

沸点

〔℃〕 

酸素 －218 －183 

エタノール －115 78 

水銀 －39 357 

水 0 100 

パルミチン酸 63 360 

   

問３ 表２は，４℃の水の密度と０℃の氷の密度を示したものであ

る。４℃の水 100cm3を０℃に冷やしてすべて氷にすると，でき

た氷の体積は何 cm3 か，求めなさい。ただし，答えは小数第２

位を四捨五入し，小数第１位まで求めなさい。 １０８．７㎤ 

表２ 

物質 
密度〔ｇ

/cm3〕 

水（４℃） 1.00 

氷（０℃） 0.92 

  

 

𝟑𝟓

 𝟏𝟑𝟓 
× 𝟏𝟎𝟎 = 𝟐𝟓. 𝟗𝟐𝟓 … どれだけ溶けているか

全体
× 𝟏𝟎𝟎

= 𝟐𝟓. 𝟗𝟐𝟓 … 

－10℃が間にあるものを選ぶ 

質量が同じ場合体積と密度は反比例の関係にある。 

密度が０．９２倍ならば 

体積は 
𝟏

 𝟎. 𝟗𝟐 
 



理-17-公-福岡-問-03 

９ 水とエタノールの混合液を加熱し，物質を分けてとり出す実験を行った。下の    内は，その実験の手順であ

る。 

【手順】 

① 水 20mL とエタノール５mL の混合液と，沸とう石を

枝つきフラスコに入れる。 

② 図１のように混合液を加熱し，１分ごとに温度計の
め

目
も

盛りを読む。 

③ ガラス管から出てくる物質を，試験管Ａ，Ｂ，Ｃの

順に約３mL ずつ集める。 

図１ 

 

問１ 図１の氷水は，ガラス管から出てくる物質を試験管Ａ～Ｃに集めるために，どのようなはたらきをしている

か。「気体」という語句を用いて，簡潔に書け。  出てきた気体を冷やす 

問２ 図２は，実験結果をもとに，加熱時間と温度の

関係をグラフに表したものである。 

(1) 混合液の沸とうが始まったのは，加熱を始めて

から約何分後か。最も適切なものを，次の１～４

から１つ選び，番号で答えよ。ただし，エタノー

ルと水の沸点はそれぞれ 78℃，100℃とする。 

１ 約３分後 ２ 約６分後 

３ 約 11 分後 ４ 約 20 分後 

図２ 

 

(2) エタノールを最も多くふくんでいるのは，試験管Ａ～Ｃのどれか。１つ選び，記号で答えよ。また，その試験

管に，エタノールがふくまれていることを確認する実験の方法を，１つ簡潔に書け。  

 A 脱脂綿につけ、火をつける     エタノールには引火性がある。 

 最初に集まるのはエタノールを多く含む水溶液（水も少量含む） 

問３ 下の    内は，液体の混合物から物質を分けてとり出すために，この実験で用いた方法の利用例についてま

とめた内容の一部である。文中の（ ① ），（ ② ）に，適切な語句を入れよ。 

液体の混合物から物質を分けてとり出すために，この実験で用いた方法を（ ① ）という。（ ① ）の利

用例として，（ ② ）の
せい

精
せい

製がある。加熱された（ ② ）は，精
せいりゅう

留
とう

塔で
そ

粗
せい

製ガソリン（ナフサ）など，いく

つかの物質に分けられる。 

   ①蒸留 ②石油 

   蒸留は沸点の違いを利用している。  


